
 

 

 

専攻長会議事要旨 

 

 

 日 時  平成３０年４月２６日（木） 午前１０時００分 開会 

                    午前１１時３４分 閉会 

 

 

 場 所  ＧＳＥコモン・イースト会議室２（５階） 

 

 

 出席者  田中工学研究科長、馬場口教育研究評議員 

      神戸、尾崎、澤木 各副研究科長 

      専攻長９名 

      桑畑、渡部 各室長 

      鈴木（情報） 

 

代：浅田 

 

欠席者  澁谷副研究科長、田中社会連携室長、加賀情報広報室長、青木コンプライアン

ス室長 

 

 陪席者  綿谷事務部長 

服部総務課長、多田経理課長、吉岡教務課長、岩川研究協力室長 

      村上総務課課長補佐、柳生経理課課長補佐、清水教務課課長補佐 

      前原総務課庶務係長 

 

 

 

 

 

  



議 事 

（報告事項） 

１．各種委員会報告について（報告書含む。） 

配付資料に基づき説明があった。 

 

 ２．学籍異動について 

学籍異動について、配付資料に基づき説明があった。 

 

３．外部資金等による任期付常勤教員の雇用について 

外部資金等による任期付常勤教員の雇用について、配付資料に基づき説明があった。 

 

４．招へい教員等の受入れについて 

招へい教員等の受入れについて、配付資料に基づき説明があった。 

 

５．クロス・アポイントメント協定の締結について 

クロス・アポイントメント協定の締結について、配付資料に基づき説明があった。 

 

６．平成３０年度工学研究科新任者研修について 

平成３０年度工学研究科新任者研修について、配付資料に基づき説明があった。 

 

７．組織基礎データシート及び組織年度計画の入力、教員基礎データの更新等について 

組織基礎データシート及び組織年度計画の入力、教員基礎データの更新等について、配付資料

に基づき説明があった。 

 

８．平成２９年度計画達成状況報告書「部局照会事項シート」の追加作成について 

平成２９年度計画達成状況報告書「部局照会事項シート」の追加作成について、配付資料に基

づき説明があった。 

 

９．平成３０年度工学部新合格者等受入体制について 

平成３０年度工学部新合格者等受入体制について、配付資料に基づき説明があった。 

 

 

（協議事項） 

１．課程博士の学位論文審査について 

課程博士の学位論文審査３件について、配付資料に基づき説明があり、協議の結果、論文の受

理を承認した。 

 

２．論文博士の学位論文審査について 

論文博士の学位論文審査１件について、配付資料に基づき説明があり、協議の結果、論文の受

理を承認した。 

 

３．学籍異動について 

学籍異動について、配付資料に基づき説明があり、協議の結果、承認した。 

 



４．平成３０年度大学院担当教員（追加修正）について 

平成３０年度大学院担当教員（追加修正）について、配付資料に基づき説明があり、協議の結

果、承認した。 

 

５．学術交流協定について 

学術交流協定について、配付資料に基づき説明があり、協議の結果、承認した。 

 

６．ダブル・ディグリー・プログラム協定について 

ダブル・ディグリー・プログラム協定について、配付資料に基づき説明があり、協議の結果、

承認した。 

 

 ７．平成３０年度工学研究科委員会経費について 

平成３０年度工学研究科委員会経費について、配付資料に基づき説明があり、協議の結果、承

認した。 

 

 ８．教職員の兼業について 

教職員の兼業について、配付資料に基づき説明があり、協議の結果、承認した。 

 

９．機械工学専攻統合デザイン工学講座 教授選考委員会の廃止について 

機械工学専攻統合デザイン工学講座 教授選考委員会の廃止について、配付資料に基づき説明が

あり、協議の結果、承認した。 

 

10．共同研究講座・協働研究所教員の人事について 

共同研究講座・協働研究所教員の人事について、配付資料に基づき説明があり、協議の結果、

承認した。 

 

11．工学研究科附属オープンイノベーション教育研究センターの部門新設について 

工学研究科附属オープンイノベーション教育研究センターの部門新設について、配付資料に基

づき説明があり、協議の結果、承認した。 

 

 12．専攻再編について 

専攻再編について、配付資料に基づき説明があり、協議の結果、引き続き議論することとし

た。 

 

 ○ 次回の専攻長会は、平成３０年５月１０日（木）午前１０時から開催することとした。 

 

以 上 


